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［要約］本品種は、青森県で普及・栽培されている既存系統「園試系６」よりいも長が短

く平いもの発生が少ない、市場評価の高いボリューム感のあるナガイモである。
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［背景・ねらい］

近年、ナガイモに対して、小売業者からは店頭に並べた際にスペースを取らないこと、

消費者からは少人数の家族でも消費しきれること、生産者からは収穫作業の精度、能率が

良好なことが求められており、コンパクトなナガイモに対する要望が高かった。

そこで、慣行で用いられている「園試系６」に比べ、いも長、首長が短かく、コンパク

トでボリューム感のある品種を育種目標に、「園試系６」へのガンマ線照射により品種を

育成する。

［成果の内容・特徴］

１．本品種は、1992 年、「園試系６」のむかごにガンマ線を線量 200Gy、線量率 2Gy/h で

急照射し、得られた変異個体から選抜して育成されたもので、2010 年４月、種苗法に

基づく品種登録出願を行った（出願公表中）。

２．早晩性は中で、萌芽期、黄変期は「園試系６」と同等である。葉の形状は長心臓であ

るが、葉幅は「園試系６」よりやや狭い。草勢は強で、対生葉位は「園試系６」より

やや高く、むかごの着生は多である（表１、表２）。

３．いも形状は長紡錘である。「園試系６」と比較して、いも長、首長は概ね 10 ％短く、

いも径は同等ないしやや細いが、長径と短径の差が小さく、いもの首部から尻部まで

均等に肥大するため、ボリューム感がある。いも重はやや軽い。（表１、表２、写真

１）。

４．「園試系６」と比較し総収量はやや少なく、Ａ品収量は同等ないしやや少ない。いも

首部～胴部のこぶ、生理傷（しわ）の発生がやや目立つものの、平いもの発生は極め

て少ない（図１、表２）。

５．とろろの糖度は「園試系６」と同等、粘度は同等ないしやや高い。試食試験の結果で

は、粘り、甘み、えぐみは概ね同等である（表２）。

［成果の活用面・留意点］

１．いもの胴部にこぶ等の発生がやや多く見られるため、作付けに当たっては、粘土質土

壌を含まない良好な耕土の圃場を選ぶとともに、土壌の不均一、穴落ち等が発生しな

いよう、トレンチャー耕は速度を上げすぎず、植付けまで時間の余裕を持って行い、

植溝を落ち着かせる。

２．市場評価の高いボリューム感のあるながいもの生産が期待される。特に従来の長大系

統ナガイモでは、いもが長くなり過ぎ、それに伴い曲がりや先細りの発生で品質の低

下が起こりやすい砂丘地帯の産地を主たる普及対象地域と想定している。

３．種苗の供給は、ＪＡ部会、生産者組織等が独自に増殖を行うことを前提とし、利用許

諾契約を結んだうえ、2013 年度よりむかご等を配付する予定であり、供給先は当面青

森県内限定とする。
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表２ 生産力検定試験結果
系統名 萌芽期 黄変期 葉形状 いも形状

葉長 葉幅 全長 くび長 いも長 いも重 長径 短径
月日 月日 (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (g) (mm) (mm)

あおもり短八 6/30 10/28 10.0 6.7 61.6 17.7 43.9 1,060 62.7 59.1
園試系６ 6/30 10/27 9.7 7.7 68.4 19.9 48.5 1,156 68.6 57.2

系統名 総収量 丸いも階級別比率（％） 丸いも等級別比率（％）
計 4L-3L 2L-L M以下 Ａ品 Ｂ品 Ｃ品 ＢＣ品内訳

(kg/a) こぶ・しわ 曲り 先細 その他
あおもり短八 383 75.1 36.1 16.2 14.3 37.5 13.8 23.8 31.7 5.3 0.0 0.6
園試系６ 412 65.9 28.9 19.8 10.9 44.4 11.7 9.8 10.1 6.8 0.0 4.6

系統名 平いも比率（％） Ｄ品比率（％）
計 平Ａ 平Ｂ 計 こぶ・しわ その他

あおもり短八 0.0 0.0 0.0 24.9 24.9 0.00
園試系６ 24.9 12.6 12.3 9.2 8.4 0.88

系統名 内部品質 試食試験結果
糖度 粘度 乾物率 甘み えぐみ 粘り
(brix) (Pa･S) (％)

あおもり短八 5.4 5.3 16.1 52.9 51.7 51.2
園試系６ 5.2 4.9 15.9 50.0 50.0 50.0

表１ 「あおもり短八」の特性

系統名 あおもり短八 園試系6

早晩性 中 中

草勢 強 強

対生葉位 やや低 低

葉の形 長心臓 長心臓

葉の長さ 中 中

葉幅 やや狭 中

葉の肩張り やや狭 中

葉色 濃緑 濃緑

むかごの着生程度 多 多

芋の形 長紡錘 長紡錘

芋の長さ やや長 長

芋の首部の長さ やや短 中

肉色 白 白

粘度 弱 弱

変色性 弱 弱

注）品種登録願書に添付した特性表より抜粋 写真１ 「あおもり短八」（左）のいも形状

あおもり短八 園試系６

図１ 生産力検定試験等級別収量

注1) 数値は2006～2009年の平均値。
注2) 粘度、糖度はサンプルを電動スライサー(IWATANI社

製IPF-45A)ですりおろし、60分静置後、測定。
注3) 粘度は、デジタル粘度計（東機産業社製TVB-10、ロ

ーターはM3、回転数は12rpm）を使用し測定。
注4) 糖度はデジタル式Brix糖度計(ATAGO社製)で測定。
注5) 乾物重はドライオーブンで80℃・48時間処理後測定。
注6) 規格は全農青森やさい出荷規格による。
注7) 試食試験は単年度、回答者数43人。「園試系６」を

中として、良：100、やや良：75、中：50、やや不
良：25、不良：0とした平均値。

（地独青森県産業技術センター野菜研究所品種開発部）


